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算数科学習指導案

指導者 大友 いほ子

１ 単元の目標

○ 2～3 位数を 2 位数でわる除法計算のしかたについて理解し，それを適切に用いる能

力を伸ばす。

【関心・意欲・態度】

・除数が 2 位数の除法計算のしかたを，既習の除法計算のしかたをもとに進んで考え

ようとする。

【数学的な考え方】

・見積もりをもとに，仮商のたて方や修正のしかたについて考える。

【表現･処理】

・除数が 2 位数の除法計算を筆算ですることができる。

【知識・理解】

・除数が何十の除法計算のしかたを理解する。

・除数が 2 位数の除法の筆算のしかたを理解する。

２ 指導に当たって

（１）教材について

本単元は，学習指導要領第４学年の内容 Ａ 数と計算（３）「整数の除法について

の理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切に用いる能力を伸ばす。」

を受けて設定したものである。

整数の除法の計算（筆算）は，除数が１位数の場合については第４学年第３単元で

学習している。

本単元は除数が２位数で，被除数が２～３位数の計算方法を指導する。除数が２位

数になると，商を求める際に，商の見当をつけたり修正したりすることになる。１位

数でわる除法の計算方法を児童たちが自ら生かして，２位数でわる計算を考えて出せ

るような指導の工夫が必要な単元である。

また，ここでは除法について成り立つ性質について学習する。

『被除数と除数に同じ数をかけても同じ数でわっても商は変わらない。』

という除法に関する性質を児童が自分で調べていけるようにする。こうした性質は，

数と計算にかかわるいろいろな場面で用いていくことができる。５学年の小数の除法

の計算の仕方を考えたり，６学年の分数の計算の仕方を考えたりするときにも用いる

重要な教材である。

４年２組 「わり算の筆算を考えよう」
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【教材の関連と発展】

３ 年 ４ 年 ５ 年

（２）児童について

本学級は，男子１４名，女子１３名，計２７名である。その中で，自力解決が難し

いと思われる児童は 2名，理解に時間がかかる児童は７名，声がけが必要な児童（気

持ちの持続）は 2名である。

意識調査の結果を見ると，算数が得意という児童が１３名。苦手という児童が１４

名。得意と答えた中には，好きではないが得意という児童も３名見られた。仙台市標

準学力調査の結果は，期待正答率より上回っている児童はクラスの８５．７％で，わ

り算の正答率は９３．５％。数学的な考え方は８０．１％と高くなっている。しかし，

授業中の発表の様子を見ると，進んで考えを発表する児童は限られていたり，分から

なくても控えめにしていたりする児童も見られる。

そこで，自分の考えを聞いてくれる学級の雰囲気作りに心がけ，考えの違う児童に

対しても自信をなくすことのないように指導を重ねてきた。楽しく授業を進め，算数

に喜んで取り組ませるようにしてきたところ，意識調査では，「担任と一緒に算数の学

習をするのが楽しい。」と答えた児童が１２名となっている。

③わり算

・ 除数の意味と演算記号

・ 九九を 1 回適用する除法

計算（あまりなし）

本単元

わり算の筆算（２）

・ 何十でわる除法

・ ２～３位数÷２位数

の筆算形式

・ 除法の検算のしかた

・ 仮商のたて方と修正

の意味

・ 除法について成り立

つ性質

②小数のかけ算とわり算

・ 整数，小数÷整数（商

が小数）の計算と筆

算形式

③わり算の筆算（１）

・ ２～３位数÷１位数

の筆算形式

・ 乗除混合，連除の式の

筆算形式

・ 倍と除法の意味の拡

張（倍の第一・三用法）

・ １位数でわる除法の

暗算

・ 「商」「積」の用語

⑧あまりのあるわり算

・ 九九を 1 回適用する除法

計算（あまりあり）

・ 答えの確かめ方

・ あまりの意味

⑧小数のわり算

・ 小数でわる除法の意

味と計算

・ 整数，小数÷小数の

計算と筆算形式

⑫分数と小数

・ 整数の除法の商は分

数を用いるといつも

１つの数として表せ

ること
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児童はこれまでに乗法に関して成り立つ性質について学習してきている。第２学年

では，乗数が１ずつ増すときの積の変化や交換法則について学習してきている。第３

学年では，結合法則・分配法則の活用について学習してきている。

【レディネステストの結果】 合計２７名 ９月１１日実施

問 題 正答者 誤 答 例

１

６ × １ ＝ ６

６ × ２ ＝ １２

６ × ３ ＝ １８

６ × ４ ＝ ２４

２５人 無答

１ふえる２ふえる３ふえる

２

１２０÷３０＝ ６人 ４０…15 人

４００…3 人

無答…2 人

３５６０…１人

３

答えが３になるわり算の式を５つ書きま

しょう。

１９人

（ ５ つ

正解）

４つ正解…２名

２つ正解…２名

１つ正解…２名

不正解…１名

無答…１名

この結果，乗数が１ずつ増すときの積の変化については，ほとんどの児童が理解し

ていた。１２０÷３０については，まず１２÷３にして計算するが，その後かけ算と

同様に答えに０をつければよいと考えた児童が大半だった。わり算については本時に

学習するわけだが，性質を理解させ，もう１度適用問題で取り上げたいと思う。

（３）指導に当たって

計算ができるようになるだけではなく，これまで学習した１位数でわる除法の計算

方法を児童たちが自ら生かして，２位数でわる計算を考えて出せるような学習展開を

していきたい。また，除法について成り立つ性質についても児童が自分で調べていけ

るようにしていく。

【研究の視点１】 数学的な考え方を育てる学習問題の工夫

・前時の復習から入り，本時の相違点を明確にすることにより，学んだ知識や経験を

生かして考えを深めさせることができるような学習問題を提示する。

【研究の視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫

・自分の考えを説明するためのパターンを示し，表現に慣れさせる。

１ふえる

１ふえる ふえる

ふえる

１ふえる ふえる
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・ワークシートやノートの活用の仕方を工夫する。

・発表ボードを活用し発表の補助とする。

・授業展開の中にペアやグループでの意見交換を位置づける。

【研究の視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫

・児童の実態に応じた支援の仕方を工夫する。

・ヒントコーナーを設けて，支援をしていく。

３ 指導計画 １４時間扱い（本時１１／１４）

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準

（1）何十でわる計算 １時間

１

〔プロローグ〕

・p.2の絵を提示し，今までに学んできた除法計算を振り返って話し合いながら，新たな課

題となる，除数が2けたの除法計算への意欲や関心を高めるようにする。

・所要時間は10分程度

○何十でわる計算のし

かたを理解し，その

計算をすることがで

きる。

・場面をとらえ，立式について考える。

・60÷20 の計算のしかたを考える。

・60÷20 の計算のしかたをまとめる。

・90÷20 の計算のしかたを考える。

・上記の型の計算練習をする。

□考10を単位として，何十で

わる計算のしかたを考

えている。

□表何十でわる計算ができ

る。

□知何十でわる計算のしか

たを理解している。

（2）２けたの数でわる筆算(1) ６時間

１

・

２

○2位数÷2位数（仮商

修正なし）の筆算の

しかたを理解し，そ

の計算をすることが

できる。

○わる数×商＋あまり

＝わられる数の関係

を理解し，除法の検

算をすることができ

る。

・場面をとらえ，立式について考える。

・87÷21 の筆算のしかたを考える。

・除数を20（切り捨て）と見て，商の

見当をつける。

・87÷21 の筆算のしかたをまとめる。

・87÷21 の計算の検算をする。

・上記の型の計算練習をする。

□関2位数÷2位数の計算の

しかたを，既習の計算を

もとに考えようとして

いる。

□考除数が何十の場合の計

算をもとにして，2位数

÷2位数（仮商修正なし）

の筆算のしかたを考え

ている。

３

○2位数÷2位数の筆算

で，過大商をたてた

ときの仮商修正の意

味と，そのしかたを

理解する。

・86÷23 の筆算のしかたを考える。

・除数を20（切り捨て）と見て，商の

見当をつける。

・過大商の場合の仮商修正1回のしかた

を理解し，この型の計算練習をする。

・81÷12 の筆算のしかたを考える。

□表過大商をたてたときの

仮商修正ができる。
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・過大商の場合の仮商修正2回のしかた

を理解し，この型の計算練習をする。

４

○2位数÷2位数の筆算

で，過小商をたてた

ときの仮商修正のし

かたを理解する。

・78÷19 の筆算のしかたを考える。

・除数を20（切り上げ）と見て，商の

見当をつける。

・過小商の場合の仮商修正のしかたを

理解し，この型の計算練習をする。

□表過小商をたてたときの

仮商修正ができる。

５

○除数を切り捨て，切

り上げの両方による

仮商修正のしかたを

比較し，自分が考え

やすい除数の処理の

しかたを考える。

・87÷25 の筆算のしかたを考える。

・除数を切り捨てた（過大商）場合と，

切り上げた（過小商）場合の筆算の

しかたを比べる。

・自分が仮商をたてやすい除数の処理

のしかたを考える。

□関仮商を立てやすい除数

の処理のしかたを考え

ようとしている。

□考除数の見積もりをもと

に仮商のたて方を工夫

している。

６

○3位数÷2位数＝1位

数の筆算の仮商のた

て方を理解し，その

計算をすることがで

きる。

・153÷24 の筆算のしかたを考える。

・上記の型の計算練習をする。

□表3位数÷2位数＝1位数の

筆算ができる。

（3）２けたの数でわる筆算(2) ３時間

１

・

２

○3位数÷2位数＝2位

数の筆算のしかたを

理解し，その計算を

することができる。

・場面をとらえ，立式について考える。

・345÷21 の筆算のしかたを考える。

・345÷21 の筆算のしかたをまとめる。

・計算練習をする。

□考既習の計算のしかたを

もとに，筆算のしかたを

考えている。

□表3位数÷2位数＝2位数の

筆算ができる。

３

○商に0がたつ場合（商

が何十）の簡便な筆

算のしかたを理解す

る。

・941÷23，960÷16 の筆算のしかたを

考える。

・上記の型の計算練習をする。

□知商に0がたつ場合（商が

何十）の簡便な筆算のし

かたを理解している。

（4）わり算のきまり ２時間

１

本

時

○除法について成り立

つ性質を理解する。

・商が等しいわり算の式を見比べて除

法の性質について考える。

・商が４になる除法計算の関係を調べ

て，除法の性質をまとめる。

□考被除数，除数と商の関係

を考えている。

□知除法の性質を理解し，適

用問題を解くことがで

きる。

２

○末尾に0のある数の

除法の簡便な計算の

しかたと，あまりの

求め方を理解する。

・3200÷400 の筆算のしかたを考え，

末尾に0のある数の除法の簡便な計

算のしかたをまとめる。

・2700÷400 の筆算のしかたと，末尾

に0のある数の除法でのあまりの求

□表末尾に0のある数の除法

の簡便な計算が正確に

できる。
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め方を考える。

まとめ ２時間

１

○学習内容を確実に身

につける。

・「力をつけよう」に取り組む。 □表学習内容を正しく用い

て，問題を解決すること

ができる。

２
○学習内容の理解を確

認する。

・「たしかめよう」に取り組む。 □知基本的な学習内容につ

いて理解している。

４ 本時の学習

（１） 題材 わり算のきまり

（２）ねらい

・被除数と除数に同じ数をかけても同じ数でわっても商は変わらないという除法につ

いて成り立つ性質を理解する。

（３）本時と研究とのかかわり

【研究の視点１】 数学的な考えを育てる学習問題の工夫

・導入部分では，きまりを意識させずに商が４になるわり算の式を児童自らが探し出

すようにさせ，多様な式を見つけさせる。 →《手立て１》

・商が４になるわり算の式を順に並べることにより，わり算のきまりを見つけさせる

ようにする。 →《手立て２》

【研究の視点２】 自分の考えを表現する力を育てる指導法の工夫

・「見通しをもつ」段階では友達の意見を聞き，それをヒントに自分の考えをかかせる。

→《手立て３》

・見つけたきまりを記入しやすくするため，ミニワークシートを用いる。

→《手立て４》

・ペアで考えを話すことで，友達の考えと自分の考えを比べさせる。また，発表に自

信を持たせる。 →《手立て５》

【研究の視点３】 個々の学習状況に応じた授業展開の工夫

・自力解決の場面では，机間指導をしながら児童の様子を見取り，その後の展開を決

める。

（展開 A）個別に指導が必要な児童には，そばについて指導する。

（展開 B）ヒントを与えれば考えをかけそうな児童を集め，ヒントコーナーで指導を

する。

（展開 C）一斉指導の中でヒントを与えながら全員で考えていく。

→《手立て６》
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（４）学習過程

主な学習活動 予想される児童の反応 教師の支援と評価

１ 既習のわり算の計

算をする。

・計算をしましょう。

８÷２

１６÷４

２０÷５

２ 学習問題をつかむ。

・８÷２＝４

１６÷４＝４

２０÷５＝４

・全部４になるよ。

・２４÷６

・４０÷１０

・４÷１

・１２÷３

・３２÷８ など

・カードで提示し瞬間的に

答えさせる。

・きまりを意識させずにわ

り算の式を考えさせる。

《手立て 1》

３ 見通しをもつ。

・わられる数を小さい順

に並べてみます。

・気づいたことを発表し

ましょう。

４÷１

８÷２

１６÷４

２４÷６

４０÷１０

・４÷１＝４

×２（２倍）

８÷２＝４

×２（２倍）

１６×４＝４

・気がついたことを発表さ

せる。

《手立て２，３》

・「わられる数，わる数」

という言葉を確認し，この

言葉を使うように声がけす

る。

４ 学習課題をつかむ。

５ 自力解決をする。

・自分で考えきまりを見

つけましょう。

・自分が見つけたきまり

をミニワークシートに

かきましょう。

・友達の考えをヒントにし，

自分でもきまりを見つけよ

うと意欲を持たせる声がけ

をする。《手立て２，３》

・自分の考えをかき始めた

とき，教師が机間指導し，

おおまかに児童の様子を見

取り，その後の展開を決め

つ
か
む
（
５
）

み
と
お
す
（
５
）

商が４になるわり算の式を３つ作りましょう。

商が同じになるわりざんの式で，

わられる数とわる数にはどんなきまりがあるでしょうか？

考
え
る
（

）
15
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る。《手立て４，》

・ ・個別に指導が必要な児童

には，そばについて指導す

る。（展開 A）

・ヒントを与えれば考えを

書けそうな児童を集め，ヒ

ントコーナーで指導をす

る。（展開 B）

・自分で考え付かない児童

がほとんどの場合は，一斉

指導の中でヒントを与えな

がら全員で考えていく。

（展開 C）

《手立て６》

【書き終えた児童】

・担任が選択した児童

は，自分の考えを発表ボ

ードにかく。

・他にもきまりを見つけ

てかく。

・自分の考えを話す練習

をする。

６ 隣同士で自分の見

つけたきまりを発表

し合う。

・わられる数が大きくな

ると，わる数も大きくな

る。

・わられる数が２倍，３

倍になると，わる数も２

倍，３倍になる。

・わられる数とわる数

は，同じ数でわれる。

・わられる数はわる数の

４倍になっている。

・友達に分かるように気

をつけて話す。

・きき方のポイントを意

識しながら聞く。

・机間指導をしながら、よ

い考えの部分に○付けをし

ながら励ます。

・代表となる考えの児童を

選択し，発表ボードにかか

せる。

考被除数，除数と商の関係

を考えている。

・自分の言葉で説明できる

ように声がけする。

《手立て５》

７ 見つけたきまりを

発表する。

・発表ボードを提示し，

自分の考えを発表する。

・同じ考え，似たような

考えの児童を確認する。

・どの式にもきまりが当

てはまるか確認する。

・わられる数に２をかけ

ているとき，わる数にも

２をかけている。

・わられる数を２でわっ

ているとき，わる数も２

でわっている。

・ 教師は児童の発表を復唱

しながら、児童の言葉を生

かしてまとめるようにす

る。

・式で説明した場合でも，

最終的に言葉でまとめる。

展開Ａ

・きまりが見

つけられない

児童には，個

別に視点を示

したヒントカ

ー ド を 与 え

る。

展開Ｂ

・きまりが見

つけられない

児童は，ヒン

トコーナーへ

集め，視点を

示したり，既

習事項を確認

したりして考

えさせる。

展開Ｃ

・並べた式を

もとに，全員

で気づいたこ

とを発表し合

い，きまりに

ま と め て い

く。

確
か
め
る
（

）
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－ 中 ３１ －

８ 学習のまとめをす

る。

９ 適用問題をする。

・きまりを使って問題を

解きましょう。

（１）150÷50

（２）150÷25

１０ 学習感想を書く。

（１）１０でわって，

15÷5＝3 となる。

（２）５でわって，

30÷5＝6 となる。

・きまりを使って計算させ

る。（ノート）

知除法の性質を理解し，適

用問題を解くことができ

る。

（５）評 価

考

知

（６）板書計画

Ａ 除法について成り立つ性質を自分で探し，表現できたか。

Ｂ 除法について成り立つ性質を自分で探すことができたか。

支援の手立て 着目する部分を示して考えさせる。

Ａ 除法について成り立つ性質を理解し，適用問題の解き方を説明で

きたか。

Ｂ 除法について成り立つ性質を理解し，適用問題が解けたか。

支援の手立て わり算では，わられる数とわる数に１０をかけても，１０でわ

っても商は変わらないことを使って，適用問題を個別に指導する。

４÷１＝４

８÷２＝４

16÷４＝４

24÷６＝４

40÷10＝４

わり算では，わられる数と

わる数に同じ数をかけても，

同じ数でわっても，商は変わ

らない。

（１）150÷50

（２）150÷25

５

ま
と
め
る
（

）

わり算では，わられる数とわる数に同じ数を

かけても，同じ数でわっても，商は変わらない。

8÷2=4

16÷4=4

20÷5=4

24÷6=4

40÷10=4

4÷1=4

12÷3=4

120÷30=4

商が同じになるわりざんの式で，

わられる数とわる数にはどんなきまりがあるでしょうか？



－ 中 ３２ －

（７）資 料

ミニワークシート
わり算のきまりを見つけよう

４÷１＝４

８÷２＝４

１６÷４＝４

２４÷６＝４

４０÷１０＝４

見つけたきまり

（ ）


